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Abstract

　　Radioactive　prospecting　was　carried　out　at：Nekonaki　district　in　Ishikawa　region

of　Fukushima’prefecture　to　investigate　the　usefulness　of　radioactive　method　for　the

deposit　of　rare　minerals　in　pegmatit奪）and　to　collect　the　data　concerning　the．funda－

mental　problem呂of　measurement　of　radioact1vity　on　the　ground　surface　by　G。M．

C6unter．

　　In　this　paper，the　method　and　thg　results　of　meas皿ement　are　de3cribed．It　is－

recognized　that　the　distribution　of　surface　radioactivity　indicates’to　a　certain　extent

existence　of　pegmatite　under　the　surface．However，the　anomalies　of　s皿face　intensity

are　also　obserbed　at　mines－of　qua士tz　and　feldspar　in　pegmatite　and　at且esh　outcrop　of

granitic　rock。　Therefore，the　interpretation　of　subsurface　base4　0n　the　distribution　of

surface　radioactivity　is　considered　to　be　dif五cult。

1．緒　 言

昭和29年度ウラン資源調査事業のうち，福島県石川

猫哺地区におけるペグマタイト鉱床調査の一環として，

昭和29年10月，当該地区において放射能探査を実施し

た。本調査においては，地表および坑内における放射能

測定に関する基礎資料を蒐集するとともに，ペグマタイ

トが露出ないし潜在する区域における放射能強度を吟昧

することを目的とした。位置および交通，地質および鉱

。卜　＼　　　　　　　　　　　『

　　　　第1図　位置図
床にっいては，近く鉱床部小関・郷原両技官によつて報

告されるはずである。

2．測定器および測定法

本調査に使用した測定器は科研2S－P1型携帯用計数

器およびSU－P1型サーベイメーターで，ガイガー計数

管はγ線用科研GBLl　T型・β線用端窓型B：L1型お

よび科研B3：LlT型である。

測定は原則として10分間，一部能率を向上させるた

め5分間行つた。したカ1つてGBLlT型の場合，確率
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第3図　　幅島縣石川町猫暗附近強度線分布図　　BL1－54197にょる放射能強度，輩位：cpm

o
誤
差 は4％以下である。

　GBLlT型については2個の計数管によつて測定を行

い，計数管の違いによる計数値の差異を次のよう匠し

て補正した。すなわち，GBLlT－5401－SU－P1および

GBLlT－5402－2S－P1という組合せを使用』し，幸蔵山

北坑附近において2っの組合せで同一の測点において測

、定した。それぞれの組合せによる計数値をC1事よびC2

とすると，それらの間の関係は第2図に示すようであつ

て，

　　　C2＝＝αC一　（α二1．20）
’
で
表 わされると考えてさしっかえない。この関係によつ・

てGB：Ll　T型によFる計数値はGBLlT－5402による

測定値として表現した。上記の関係には使用電圧の相違・’

およびレートメーターの指度の標準較正曲線からのずれ・

などが含まれている。
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3．測定結果

3．1　地表放射能強度の分布’

鉱床部によつ七設定された格

子状測点『において，GBLlT

型により地表測定を行つた。計

婁勘ク

　　醜／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光　 須　 1、！

幸蔵山北坑入口附近および井

筒山坑内北半部において坑壁・

天盤等の放射能測定を実施し

た。この場合はBL1型の端窓

部を測定対象に向げて使用し

100 200 300窺

第4図　石川町猫喀附近張度分布図

た。た黛し雲母窓を保護するため保護蓋（A1製約130

mg／cm2）を使用した。したがつて，測点における硬β

線り測定を目的としているが，周囲からのγ線の影響も

少なくないと考えられる。したがつて，第5・6図（地質

は小関・郷原両技官の附図を参照されたい）に示した測

．定結果には測定値そのものを示し，・ミック・グラウンド

を決めて差引くような取扱いはレていない。

　3．3　各種の幾何学的配置による測定

　GBL　l　T・5402にょる放射能強度，輩位：cpm

』曇，蕩懸暴，，．

！だ珂””””〆距
　　　超一肥4拳環鉱撫繊払
　　　　　　忽　　　　　　BL1－54389による放射能強度，単位：’cρm

第5図　　幸藏山北坑坑口附謎強度分布図
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第6図　井筒山坑内強度分布図

c：天盤　　s：坑壁　　b：黒雲母

　　f；長石　　s：石英
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第　　　7　　　図

　井筒山附近八線および幸蔵山北部において，GBLlT

型およびBL1型計数管によつて，計数管を地表に水平

起置いた場合のほか，地上1血（ないし0．51n）の高さ

ヤ水平または錯直に置いた場合や）深ざ0．5mの孔中

（ハンドオーガーにより作孔）に錯直に入れた場合などに

つき比較測定を行つた。．その結果は第7・8図に示して

ある。八線の柱抹図は小関・郷原両技官によつて調査さ

れた結果であつて，表土の下に埋没しているペグマタイ

ト礫の存在が地表の放射能強度にも反映しているように

みえる。また，孔中（地中）の測定値は他の種類の測定に

比較して計数管の置かれたごく近くの土壌ないし礫の強

度のみを示すように思われる。

3．4岩石の露出における測定、

　この問題については本調査終了後，木地区を含めた阿

武隈地域について研究調査が実施されたので，本稿では

省略する。

4．結　語
本調査において得られた基礎的資料は，他地区におい

て行われた調査研究の結果と綜合して，別に報告するの

で本報文においては測定方法友び測定結果を忠実に．鵡載

することを主とした。　　　（昭和29年10月調査）「
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